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マーケティングと行動計量学 

－名誉会員に選んでいただいて－ 
朝野 熙彦 

 

このたびは私を名誉会員に選んでいただき

誠に光栄に存じます．私の所属するマーケテ

ィングにとって本学会がなぜ重要なのかにつ

いて述べさせていただきます． 

マーケティングとは市場を創造する実学で

あるというのが私の認識です．人々（あるい

は顧客企業）を幸せにする製品やサービスを

開発し，それを提供することを目的とします．

近年は購入時だけでなく使用時，そしてリユ

ースないしリサイクル時の経験価値まで重視

する傾向にあります． 

新市場を創造するという途方もない分野で

すので，一つの学問だけで解決するのは困難

だと思います．そこでマーケティングでは幅

広く諸科学の知見を援用してきました． 

日本行動計量学会は発足時から学際的であ

り，しかも社会への貢献を重視してきた学会

でした．私は学会の設立準備にあたる行動計

量学シンポジウムのころからの参加ですので，

学会とのお付き合いは半世紀になります． 

1973年の日本行動計量学会第１回大会には

マーケティング関係の発表はありませんでし

た．この当時のマーケティングの研究者およ

び実務家は，先輩諸科学から学ぶために本学

会に参加するという傾向が強かったと思いま

す．例えば市場を細分化するために因子分析

とクラスター分析を使い，消費者行動をモデ

ル化するのに SEM を使いました．疫学研究か

ら生まれた多重ロジスティック関数を消費者

行動の確率予測に使い，コンジョイント分析

を新製品の企画設計に使いました．マーケテ

ィング関係者にとっての本学会は，先生方か

ら一方的に教えてもらうという「片想いの時

代」だったと思います． 

大会でマーケティングと銘打った特別セッ

ションが開かれたのが 1998 年の第 26 回大会

でした．竹村和久先生が座長，私がオーガナ

イザーを務めて「マーケティングと行動計量」

という特別セッションを組みました．その後

20年にわたって私は特別セッションのオーガ

ナイザーを務めました．2004 年の大会では特

別セッションに加えてマーケティングの一般

セッションが組まれました．その後は，マー

ケティング分野で複数のセッションが開かれ

ることが珍しくなくなりました．2000 年前後

は本学会のコミュニティにおいてマーケティ

ングが「認知されてきた時代」だったと思い

ます． 

大会への発表申し込みの分類にもマーケテ

ィングという名称を入れていただきました．

WEB のマイページの対象分野ではマーケテ

ィングは今でも「その他」扱いなのが残念で

す． 

そういう次第で本学会ではまだ半人前扱い

のマーケティングなのですが，これからの学

会の姿としては，「産学が共に成長できる場」
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になることを願っています．研究者は理論面

には深い造詣を有していますが，その反面，

社会の課題や実践上の制約については詳しく

ないかもしれません．研究は体系化と精緻化

を追求して進歩するだけでなく，実社会のニ

ーズに応じて生まれることもあります．R.A.

フィッシャーの実験計画法も農事試験の必要

の中から生まれたのでした． 

本学会に私をお誘いくださった柏木繁男先

生，柳井晴夫先生に感謝します．マーケティ

ング界の碩学である岡太彬訓先生は「マーケ

ティングと行動計量学」という第 77 回行動計

量シンポジウムを共同で企画してくださいま

した．また活動資金を得るための私の企画に

快くご協力くださった狩野裕先生，繁桝算男

先生に感謝します．本当に多くの先生方のお

世話になりました．この機会にお礼を申し上

げます． 

朝野 熙彦 

（あさの・ひろひこ） 

日本行動計量学会名誉会

員・(株)コレクシア・アカ

デミック・アドバイザー． 

千葉大学文理学部 1969 年卒業．

マーケティングの実務を経て 1989 年筑波大学兼任講師．

1996 年専修大学講師 1998 年同大教授，東京都立大学～

首都大学東京教授（2001～2010 年）を経て多摩大学およ

び中央大学大学院客員教授などを歴任．本学会では理事

を 5 期，和文誌編集委員と運営委員を歴任． 

【主要著書】編著（2021）「ディープラーニング with 

Python」朝倉書店，編著（2018）「ビジネスマンが一歩先

をめざすベイズ統計学」朝倉書店，単著（2018）「入門

多変量解析の実際」ちくま学芸文庫，単著（2010）「最

新マーケティング・サイエンスの基礎」講談社 

 

新理事長・委員長・担当理事 

この度，2021-2023年度の学会役員が決ま

りました．ご多忙の折，お引受け下さった先

生方には心より御礼を申し上げますと共に，

3年間，学会の発展にご協力いただけますよう

お願い申し上げます． 

          理事長 狩野 裕 

編集委員会委員長 足立 浩 

和文誌編集委員会委員長 星野 崇宏 

欧文誌編集委員会委員長 植野 真臣 

運営委員会委員長  芳賀 麻誉美 

広報委員会委員長 鈴木 讓 

組織検討委員会委員長 繁桝 算男 

大会担当委員会委員長 竹村 和久 

資料アーカイブス委員会委員長 鈴木 督久 

柳井レクチャー委員会委員長 吉野 諒三 

イノベーション委員会委員長 岡太 彬訓 

事務局長（庶務・会計担当理事） 菊地 賢一 

    

 

新委員長・担当理事ご挨拶 

編集委員会委員長 

本年度より，編集委員会委員長を仰せつか

りました．新任ですが，どうか，よろしくお

願い申し上げます．和文誌「行動計量学」の

編集委員長は，前年度まで同誌の一層の発展

に尽力された星野崇宏先生が重任され，

Springer 社 よ り 出 版 さ れ る 欧 文 誌

「Behaviormetrika」の編集委員長も，前年度

まで多くの海外からの投稿実績を達成される

など同誌の国際化に尽力された植野真臣先生

が重任されます．私は，過去に本学会の欧文

誌編集委員長・他の関連学会の欧文誌編集理

事を務めましたが，その経験をたよりに，本

学会の和文誌・欧文誌の編集委員会と委員長

に十分なサポートができるよう，努力する所

存でありますので，御支援・御鞭撻のほど，

何卒よろしくお願い申し上げます．  

足立 浩平（あだち・こうへい） 

大阪大学人間科学研究科（行

動統計科学研究分野）教授 

1982年京都大学文学部卒業，京都

大学博士（文学），2009年～2012

年に日本行動計量学会欧文誌編

集委員会委員長，2014年〜2017

年に日本計算機統計学会欧文誌

編集理事，2019年〜2020年に日本計算機統計学会会長，

2012年よりComputational Statistics誌編集委員. 
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和文誌編集委員会委員長 

3期目の和文誌編集委員会委員長を拝命し

ました． 

学会誌は大会とともに学会活動の中心であ

り，学会の活性化のためには学会誌への投稿

の増加と質の向上が必須です．このような観

点から，査読迅速化について以前から初回査

読6週間以内，2回目以降4週間以内の返送と

いうお約束を6年前の就任時にしておりまし

た．これについては和文誌編集委員会委員の

先生方のご協力の成果もあり，1期目に引き続

き2期目においても9割以上の論文についてこ

れを達成でき，そのような点も評価頂いてか

投稿数も安定しております． 

また，行動計量学会は2022年に50周年を迎

える伝統ある学会でありながら，ありがたい

ことに近年若手研究者の入会も増えており，

若手の発表の場としての和文誌の意義の重要

性が高まっていると考えます．そのような背

景を踏まえ，2020年9月号(第47巻2号)に掲載

の論文として短期間での査読を行う特集論文

募集を行ったところ，18件という多数の論文

投稿を頂きました．この成果を踏まえ，今後

「若手ファーストトラック」として毎年9月号

に若手特集論文を掲載することになりました．

是非会員の皆様には指導学生や関連分野の若

手の研究者に投稿を促して頂けますよう，よ

ろしくお願い致します． 

さて，オリジナリティの高い研究であり海

外の研究者にも公開されるべきものについて

は我々の学会からは長年の伝統ある英文誌

Behaviormetrikaもございます．和文誌の機

能としては，独創性のある研究のみならず海

外先行研究の国内での追試研究といった，独

創性はなくとも学知の着実な蓄積に寄与する

研究や，国内研究者に研究動向の情報提供を

行う展望論文を出版することは大変重要であ

ると考えております．会員の皆様にはこのよ

うな論文についても是非積極的にご投稿いた

だければと存じます． 

来年50周年という節目を迎える本学会をさ

らに発展させるべく，和文誌について会員の

皆様のお知恵やご助言を頂けますと幸いです． 

星野 崇宏（ほしの・たかひろ） 

慶應義塾大学経済学部教授 

東京大学大学院総合文化研究科博

士課程修了，博士（学術），博士（経

済学）．2015年4月より現職．2017

年より理化学研究所AIPセンター

経済経営情報融合分析チームリー

ダーを兼任．2009年～日本行動計量学会理事，2015年

～日本行動計量学会和文誌編集委員会委員長． 

 

欧文誌編集委員会委員長 

これまでに引き続き欧文誌編集委員会委員

長を務めることになりました．これまでどお

り，どうぞよろしくお願いいたします．

BehaviormetrikaはSpringerに移行して5年

目を迎えております．多くの国内の英文誌が

廃刊になりつつある現状，Behaviormetrika

はVol. 48を迎えました．海外からの投稿数は

大きく増えてきております．現在, Impact 

factorの基準が変更となり，いまだ取得でき

ておりませんが，論文の平均引用率（Self 

citationを除いて）は1.0を超え，SCImago 

Journal Ranking 2020 で Mathematics の

Applied Mathematicsカテゴリーで，昨年の

Q3から今年はQ2に昇格しました．本誌のク

オリティと価値をこれまで以上に高め，これ

まで投稿していただいた著者の皆さまに報い

ることができるように努力していきます．皆

様方にもできる限り多くの論文の投稿をお願

いしたいと思います．会員各位のご協力とご

支援を心よりお願いいたします． 

植野 真臣（うえの・まおみ） 

電気通信大学大学院情報理

工学研究科教授 

1992年神戸大学大学院教育学研

究科学校教育専攻修了（教育学修

士）．1994年東京工業大学大学院

総合理工学研究科博士課程システ

ム科学専攻退学（博士(工学)）．千葉大学文学部認知情報

科学講座 助手， 2000年長岡技術科学大学工学部 助教

授，2006年電気通信大学大学院情報システム学研究科 

助教授，2007年准教授，2013年教授.  
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運営委員会委員長 

 長く運営委員として活動しておりましたが，

今期より運営委員長を拝命しました． 

運営委員会は，秋の行動計量セミナー，春

の合宿セミナー，行動計量シンポジウム等の

企画・運営や，研究部会援助等を行っていま

すが，本学会には特有の難しさがあります． 

本学会は統計関連学会連合の一員として活

動を行っていますが，他の統計関連学会とは

大きく異なり，会員の皆様は数理統計学や情

報系分野の専門家のみならず，生物，医療，

心理，社会，経済，経営など様々な分野の専

門家から実務応用家まで幅広く，ご興味も要

望も多様です．そのため，イベントを開催す

る場合には内容やレベルの設定を細かく検討

して決定する必要があります，広く多くの会

員の皆様にご満足いただけることは重要です

が，一方でポイントを絞って深い専門知識を

交換できる場も設けていかなくてはなりませ

ん． 

1980年代までとは異なり，現在は学会以外

にも多くの研究発表・情報収集の手段があり

ます．そういった中で，学会でなければ得ら

れない体験や，知の創造に役立つ活動とはど

ういったものか議論しながら，学会を盛り上

げる活動のお手伝いができればと考えていま

す．頑張ります． 

芳賀 麻誉美（はが・まよみ） 

大阪経済大学経営学部准

教授 

電気通信大学大学院情報シス

テム学研究科修了.明治乳業株

式会社中央研究所でアイスク

リームの商品開発に従事，その

後，女子栄養大学助教，一橋大学特任講師，徳山大学准

教授を経て2017年より現職．早稲田大学人間科学部非

常勤講師．株式会社ヤフーバリューインサイト（元：(株)

インタースコープ，現：(株)マクロミル）や，株式会社

ALBERTなどでの顧問経験もあり，コンサルティング

も行っている． 

 

 

広報委員会委員長 

このたび，広報委員会委員長を拝命しまし

た鈴木讓と申します．応報委員会は，会報の

発行，学会サイトの管理・メールニュース，

SNS 発信を主な業務としています．それぞれ

藤田泰昌先生（長崎大学），朴堯星先生（統計

数理研究所），小杉考司先生（専修大学）を責

任者とする小委員会が業務を遂行しています．

2012 年にスタートした本委員会も，松本渉先

生（関西大学），中山厚穂先生（都立大学），尾

崎幸謙先生（筑波大学）の先輩方のご努力で，

完成度の高い域に達しているように思われま

す．私自身，当初は，責任者である以上，何か

成果を出さないといけないと意気込んでいま

した．ただ，スタートしてみると，当然のこ

とかもしれませんが，日々の業務を遂行する

ことが広報委員会の任務であることを実感し

ました．そして，委員会のメンバーと一緒に

汗をかいて，会員の方々が満足し，学会が潤

うような仕事していくことが先決であると判

断しました．その上で，特に任期の後半で，

自分ならではの貢献ができればと考えていま

す．全力で取り組んでまいります．会員の皆

様，よろしくお願いします．  

 

鈴木 讓（すずき・じょう） 

大阪大学大学院基礎工学研

究科教授 

早稲田大学理工学部卒．早稲田大

学大学院修了，博士（工学）．早稲

田大学助手，青山学院大学助手を

経て，1994年に大阪大学講師に着

任．理学研究科准教授を経て，2017年より現職．この間，

Stanford大学（1995-1997），Yale大学（2001-2002）の

客員研究員．日本行動計量学会 理事（2018-），運営委

員 会 委 員 長 （ 2018-2021 ）． Behaviormetrika の

Coordinate Editor． 
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組織検討委員会委員長 

 引き続き，行動計量学会の組織の在り方，

規定の見直しなどを担当する組織検討委員会

の委員長を務めさせていただくことになりま

した．組織の骨格を安定したものとするため

の重要な委員会であると認識しております．

日本行動計量学会の研究や大会については，

変化をいとわず積極的に動いてほしいのです

が，組織の骨格や会則・内規の改正に関して

は，良い意味で保守的であるべきです．すな

わち，変化の必要性が明確になっている事項

に関してのみ慎重に審議し，変更するとして

もその変更点が長続きするような変更を心掛

けます．前期には，会員の種類と権利や義務

について，現状との齟齬が生じており，会則

の改定をおこないました．より長期的課題と

して，法人組織にするかどうか，するとすれ

ばどのようなシステムにするかという問題は

残っております．学会を取り巻く状況を見極

め，理事会の意向を踏まえ，学会にとって利

益になるように対処する所存です．  

繁桝 算男（しげます・かずお） 

慶應義塾大学訪問教授・東京

大学名誉教授 

1970 年東京大学教育学研究科修

了 ， 教 育 学 修 士 ， 1974 年 

University of Iowa ， College of 

Education修了，Ph.D. 東北大学教育学部，講師，助教

授，東京工業大学工学部，助教授，教授，東京大学総合

文化研究科教授，帝京大学文学部教授を経て，2017年よ

り現職．  

 

大会担当委員会委員長 

この度大会担当委員会委員長を担当させて

いただくこととなりました．大会担当委員会

の役割は， 学会の一番のイベントである大会

開催に関わること，特に大会開催校候補の選

定と，開催運営のサポートとなります．さら

には大会自体がより魅力的なものになるよう

することにしたいと考えております．これま

で前々々委員長の森裕一先生，前々委員長の

松本渉先生，前委員長の大森拓哉先生をはじ

めとした委員の方々の多大な貢献により，大

会開催・運営について様々な改革がなされて

きました． ポスターセッションやラウンドテ

ーブルディスカッションなど，より参加者の

コミュニケーションがとりやすい企画も増え，

また大会運営マニュアルも改定に改定を重ね，

大会開催校への負担もなるべく少なくなるよ

う整備されてきました．狩野裕理事長のもと

での委員長を拝命するにあたり，昨年大会主

催を担当した経験も生かし，大会参加の皆様

の研究活動の向上はもちろん，参加者間の交

流がより深まるような企画・運営等も行って

いきたいと思います．どうか何卒よろしくお

願い申し上げます． 

竹村 和久（たけむら・かずひさ） 

早稲田大学文学学術院教授，国

際応用心理学会（IAAP）フェロ

ー． 

東京工業大学 博士（学術） 北里大

学 博士（医学）．筑波大学大学院シ

ステム情報工学科助教授，カーネギーメロン大学社会意

思決定学部フルブライト上級研究員などを経て現職．現

在，日本行動計量学会理事・欧文誌編集委員.  

 

資料アーカイブス委員会委員長 

これまでの当委員会による事業成果を踏ま

え，いまいちど学会設立当初の資料等を整理・

とりまとめをして，学会員の皆様に情報提供

する計画です．歴史の保存は時機を逃さずや

るべきことで，そこから得るものも多いと思

います．当時を知る会員各位には，なにかと

お願いすることもあると思いますが，よろし

くご指導お願いします． 

鈴木督久（すずき・とくひさ） 

日経リサーチ シニアエグ

ゼクティブ フェロー 

早稲田大学文学部（中国文学）卒

業後，日経リサーチ入社．1990

年日本経済新聞社政治部記者

（出向2年間）．2005年取締役を経て，2020年より現職．

2020年より総務省統計研究研修所客員教授．2021年よ

り独立行政法人統計センター理事． 
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柳井レクチャー委員会委員長 

老害にならぬようにそろそろ学会から引退

を考えていましたが, 結局, 引き続き今期も

お役目を継続することになりました. 柳井晴

夫先生ら当時の若手が林知己夫先生を会長と

して担いで, 本学会は創設されました. 林先

生は, 研究者は理論と応用を同時にすべきで，

それらが離れてしまった学会は止めどきであ

ると幾度も強調されていました（分類学会誌

10号参照）．本委員会でも, 皆様のお力をいた

だきながら, 行動計量学のカヴァーする広範

な分野で現実社会の課題解決に向かって理論

と応用を密接に発展させている方々を講演者

として選考し，将来の展開について皆で議論

できる場を設けるよう尽力したいと思います． 

吉野 諒三（よしの・りょうぞう） 

同志社大学特別客員教授, 統

計数理研究所及び総合大学院

大学名誉教授. 

東京大学心理学科卒業，University 

of California， Irvine， Cognitive 

Science Group Ph.D. course 修了 (Psychology)．2003

～2009年和文誌編集委員長，2006～2009年事務局長，

2012～2015組織検討委員会委員長，2015～2018資料ア

ーカイブ委員会委員長等々． 

 

 

イノベーション委員会委員長 

前期の理事会で新設されたイノベーション

委員会委員長を引き続き務めることになりま

した．前期と同様，斬新かつ自由な発想のも

と学会がさらに発展し，会員にとって，また，

社会にとって一層有意義な存在として成長す

るための案を理事会に提議したいと思います．

前期と同様に，新しい領域を学会に取り入れ，

学会活動の国際的な展開を図り，さまざまな

面から学会活動の国内外への発信を工夫した

いと思います．前期には，海外の学会との連

携を進めるために，共同で運営する大会など

の開催を計画し，本学会からの特別講演など

も予定しておりました．しかし，残念なこと

に世界的な新型コロナウイルスの蔓延により，

中止になってしまいました．学会は，今期中

に五十周年を迎えますので，それに相応しい

新たな計画も考えたいと思っております．星

野崇宏副委員長，および，8名の委員と力を合

わせ，従来の枠にとらわれることなく，会員

にも社会にもより意味のある学会となるよう

にイノベーティブな方向や方策を委員会で論

じたいと思います． 

岡太 彬訓（おかだ・あきのり） 

立教大学名誉教授 

1966年慶應義塾大学工学部管理

工学科卒業，工学博士，2012年～

2015年日本行動計量学会理事長，

1985年～同理事，2009年～2012

年および2015年～2021年 同編集委員長，2016年～ 

Behaviormerika Coordinating editor，2002年～日本オ

ペレーションズ・リサーチ学会 フェロー，2016年～

2017年 国際分類学会連合会長，2006年～“Advances in 

Data Analysis and Classification” Managing editor，

2018年～Behaviormetrics: Quantitative Approaches 

to Human Behavior (Springer社より刊行 ) Series 

editor 

 

 

事務局長（庶務・会計担当理事） 

前期に引き続き，事務局長を務めさせてい

ただくこととなりました．これで5期目となり

ますが，会員の皆様が学会活動を円滑に行え

るよう努力いたします．学会の運営について，

お気づきの点がございましたら，些細なこと

でもかまいませんので，私宛にご連絡下さい．

また，どこに連絡をして良いか分からないと

いう場合でも取り次ぎますので，遠慮なくご

連絡下さい．よろしくお願いいたします． 

菊地 賢一（きくち・けんいち） 

東邦大学理学部教授 

大学入試センター研究開発部助手，

東邦大学理学部講師，准教授を経て，

2014年4月より現職 
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その他理事（50音順） 

岩崎 学（いわさき・まなぶ） 

統計数理研究所統計思考院 

特任教授 

東京理科大学大学院理学研究科

数学専攻修士課程修了．理学博

士．専門は，多変量データ解析の

理論と応用およびデータサイエ

ンスの普及啓発．茨城大学，防衛大学校，成蹊大学，横

浜市立大学を経て 2021 年 4 月より現職．1994 年日本

行動計量学会優秀賞，2017 年林知己夫賞（功績賞）受

賞．統計関連諸学会の役員および諸官公庁の専門委員を

多数歴任．現在に至る． 

 

宇都 雅輝（うと・まさき） 

電気通信大学大学院情報理

工学研究科准教授 

電気通信大学大学院情報システ

ム学研究科博士後期課程修了，博

士（工学）．長岡技術科学大学特

任助教，電気通信大学助教を経て，

2020年10月より現職． 

 

大森 拓哉（おおもり・たくや） 

杏林大学保健学部教授． 

東京大学大学院総合文化研究科

博士課程，同大学院助手，多摩大

学助教授・准教授・教授を経て，

2021年4月より現職．2009年～日

本行動計量学会理事・運営委員・

大会担当委員・事務局員． 

 

岡田 謙介（おかだ・けんすけ） 

東京大学教育学研究科准教授 

東京大学大学院総合文化研究科博

士課程修了，博士（学術）．日本学

術振興会特別研究員（PD），専修大

学人間科学部専任講師，准教授を

経て 2018 年 4 月より現職．2016 年～日本行動計量学

会和文誌副編集委員長． 

 

尾崎 幸謙（おざき・こうけん） 

筑波大学ビジネスサイエン

ス系准教授 

早稲田大学大学院文学研究科修了，

博士（文学）．科学技術振興機構研

究員，日本学術振興会特別研究員，

統計数理研究所助教を経て，2013年4月より現職．2015

年より日本行動計量学会理事，2018年から2020年まで

日本行動計量学会広報委員会委員長． 

 

小杉 考司（こすぎ・こうじ） 

専修大学人間科学部教授 

2003年，関西学院大学社会学研究科

単位取得退学，博士（社会学）．日本

学術振興会特別研究員をへて，2007

年より山口大学教育学部に講師とし

て奉職．2011年同准教授を経て2018年より専修大学人

間科学部．2021年〜行動計量学会理事． 

 

椎名 久美子（しいな・くみこ） 

大学入試センター研究開発部

教授 

東京大学大学院総合文化研究科博

士課程修了，博士（学術）．大学入

試センター助手・助教授・准教授を

経て，2012 年 4 月より現職．日本テスト学会理事・編

集出版委員会編集委員．日本図学会監事・編集委員会編

集幹事． International Society for Geometry and 

Graphics, Vice President． 

 

清水 昌平（しみず・しょう

へい） 

滋賀大学データサイエンス学

系教授 

大阪大学大学院基礎工学研究科博

士後期課程修了，博士（工学）．日

本学術振興会 特別研究員・東京工業大学 グローバル

COE研究員・大阪大学産業科学研究所 助教・准教授，滋

賀大学データサイエンス学系 准教授を経て, 2018年4

月より現職． 
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清水 裕士（しみず・ひろし） 

関西学院大学社会学部教授 

大阪大学大学院人間科学研究科博士

課程単位取得退学，博士（人間科学）．

広島大学大学院総合科学研究科助教

を経て，2015年に関西学院大学社会

学部准教授，2018年に現職． 

 

中山 厚穂（なかやま・あつほ） 

東京都立大学大学院経営学研

究科准教授 

立教大学大学院社会学研究科博士

課程後期課程単位取得退学，博士

（社会学）．立教大経営学部助手・

助教，長崎大学経済学部准教授を経て，2010年10月より

首都大学東京大学院社会科学研究科（現東京都立大学大

学院経営学研究科）准教授．2012年度～日本行動計量学

会理事，2015年度～2017年度日本行動計量学会広報委

員会委員長． 

 

南風原 朝和（はえばら・ともか

ず） 

東京大学名誉教授／広尾学園

中学校・高等学校校長 

アイオワ大学大学院教育学研究科博

士課程修了，PhD. 東京大学大学院

教育学研究科助教授，教授，研究科

長，理事・副学長，高大接続研究開発センター長等を経

て，2017年4月より現職． 

 

橋本 貴充（はしもと・たかみつ） 

大学入試センター研究開発部 

准教授 

電気通信大学大学院情報システム学

研究科博士後期課程修了，博士（工

学）．大学入試センター研究開発部助

手・助教，帝京大学文学部助教・講師を経て，2019年4

月より現職．2012年～現在 日本行動計量学会事務局

員・運営委員・広報委員． 

 

藤田 泰昌（ふじた・たいすけ） 

長崎大学経済学部准教授 

上智大学大学院修了，博士（国際関係

論）．慶應義塾大学特任助教，統計数理

研究所特任研究員などを経て，2013年

より現職．2015年より日本行動計量学

会広報委員会および編集委員会委員． 

 

山岡 和枝（やまおか・かずえ） 

帝京大学大学院公衆衛生学研

究科客員教授 

横浜市立大学文理学部数学科卒業．

医学博士．帝京大学医学部助手・同

法学 部講師・助教授，国立保健医療

科学院 技術評価部開発技術評価室長，2011 年 4 月よ

り帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授，2013 年より

同研究科長を経て，2019 年 4 月より現職．日本行動計

量学会理事，和文誌編集委委員会委員, 柳井レクチャー

委員会委員などを担当． 

 

山田 剛史（やまだ・つよし）  

横浜市立大学国際教養学部教

授 

東京大学大学院教育学研究科博士

課程，助手，2004年4月から岡山大

学大学院教育学研究科，講師・准教

授・教授を経て，2020年4月より現職．2016年8月～2017

年8月フルブライト研究員（テキサス大学オースティン

校，バージニア工科大学）．2009年から日本行動計量学

会広報委員，運営委員．2018年から日本行動計量学会理

事． 

 

山本 倫生（やまもと・みちお） 

岡山大学大学院環境生命科学

研究科准教授 

大阪大学大学院基礎工学研究科博

士後期課程修了，博士（理学）．日

本学術振興会特別研究員，京都大学

医学部附属病院特定助教，同助教，同講師を経て，2017

年6月より現職． 
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横山 暁（よこやま・さとる） 

青山学院大学経営学部マーケ

ティング学科 准教授 

慶應義塾大学大学院理工学研究科

後期博士課程修了，博士（工学）．立

教大学社会情報教育研究センター 

設置準備室 プログラム・コーディネーター，帝京大学

経済学部経営学科助教・講師を経て，2017年4月より現

職．2015年度～2017年度 運営委員会・広報委員会・大

会担当委員会 委員，2018年度～2020年度 大会担当委

員会 副委員長，2018年度～現在 理事，運営委員会 副

委員長，イノベーション委員会 委員，2021年度～現在 

和文誌編集委員会 委員 

 

監事 

村上 隆（むらかみ・たかし） 

名古屋大学・中京大学名誉教

授・中京大学文化科学研究所

特任研究員 

東京教育大学大学院教育学研究科博

士課程中退，博士（心理学）．名古屋

大学教育学部助手，同助教授，同大学院教育発達科学研

究科教授，中京大学現代社会学部教授（2018年3月定年

退職）等を歴任． 

 

渡部 洋（わたなべ・ひろし） 

東京大学名誉教授・（株）株式

会社ベネッセホールディングス

アセスメント研究開発室顧問 

東京大学大学院博士課程修了（教育

心理学），アイオワ大学大学院PhD．

大学入試センター研究部助手，東京大学教育学研究科助

教授，同教授，同学部長・研究科長，同寄附講座教授を

経て現職． 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会役員（2021-2023） 

・学会誌編集委員会 

委員長：足立 浩平 

 

和文誌編集委員会 

委員長：星野 崇宏 

副委員長：岡田 謙介  

委員： 

荒井 紀一郎  石岡 恒憲  稲水 伸行 

上野 雄史  宇佐美  慧  大久保 智哉 

奥瀬 喜之  尾碕 幸謙  勝又 壮太郎 

加藤 健太郎 金井 雅之  黒木 学    

鈴木 督久  鈴木 雅之  竹内 真登 

土屋 隆裕  鶴見 裕之  中川 宏道 

藤田 泰昌  松本 渉   宮崎 慧 

本村 陽一  山岡 和枝  山本 倫生 

安永 和央  横山 暁   吉野 諒三 

 

欧文誌編集委員会 

Editor-in-Chief:  Maomi Ueno 

Coordinating Editors: 

Ryan Baker Heungsun Hwang 

Shuichi Kawano Bryan Keller 

Brandon Malone Minoru Nakayama 

Akinori Okada Marko Sarstedt 

Ronny Scherer Kazuo Shigemasu 

Shohei Shimizu Joe Suzuki 

Wim J. van der Linden 

Marie Wiberg  

 

Advisory Board: 

Kohei Adachi  

Hans-Hermann Bock 

Ulf Bockenholt Wray Buntine 

Włodzisław Duch Wolfgang Gaul 

Patrick Groenen Willem J. Heiser 

Aapo Hyvarinen Yutaka Kano 

Thomas Richardson Michael Smithson 

Michael E. Sobel Yoshio Takane 

Ben Tatler 

Iven Van Mechelen 

Maurizio Vichi Ke-Hai Yuan 
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Associate Editors: 

Russell G. Almond Daniel Baier 

Abdelhadi Bellachhab   

Giuseppe Bove 

Hamparsum Bozdogan 

Theodore Chadjipadelis 

Andrzej Cichocki Mark de Rooij 

Reinhold Decker Zhi Geng 

Michael Gutmann Kei Hirose 

Yili Hong  

Takahiro Hoshino 

Jukka Huhtamäki 

Antti Hyttinen  

Alfonso Iodice D'Enza 

Wolfgang Jagodzinski 

Yoshiyuki Kabashima 

Kentaro Kato Manabu Kuroki 

Berthold Lausen 

Urbano Lorenzo-Seva 

Yasuo Miyazaki Alessio Moneta 

Fiona Mulvey  

Haruhiko Ogasawara 

Kensuke Okada Samo Pavlin 

Thomas Pederson Matthew Purver 

Teemu Roos Neil Rubens 

Marcus Selart Ricardo Silva 

Kazuhisa Takemura    

Jonathan Templin 

Javier Trejos Zelaya 

Masaki Uto  

Michel van de Velden   

Donatella Vicari Kazuho Watanabe 

Wolfgang Wiedermann 

Michio Yamamoto 

Hirokazu Yanagihara 

Helen Yannakoudakis   

Hsiu-Ting Yu 

Guangjian Zhang 

Kun Zhang Jiji Zhang 

 

 

 

 

・運営委員会 

委員長：芳賀 麻誉美 

副委員長：山本 倫生  横山 暁 

相談役：鈴木 讓 

委員： 

宇都 雅輝  大森 拓哉  小野 滋 

川野 秀一  小杉 考司  清水 昌平 

清水 裕士  土田 潤   鶴見 裕之 

橋本 貴充  分寺 杏介  武藤 拓之 

本村 陽一   

 

・広報委員会 

委員長：鈴木 讓 

相談役：尾崎 幸謙 

会報小委員会 

副委員長：藤田 泰昌 

委員： 

荒井 紀一郎  石橋 敬介  稲水 伸行 

岩間 徳兼  上野 雄史  岡田 陽介 

久保 沙織  水師 裕   鈴木 宏哉 

登藤 直弥  袰岩 晶   元山 斉 

インターネット小委員会 

副委員長：朴 堯星 

委員： 

稲垣 佑典  宇都 雅輝  篠原 正裕 

橋本 貴充  森川 耕輔 

SNS 戦略小委員会 

副委員長：小杉 考司 

委員： 

紀ノ定 保礼  武藤 拓之 

 

・組織検討委員会 

委員長：繁桝 算男 

副委員長：山田 剛史 

委員： 

岡太 彬訓  林 文   

 

・大会担当委員会 

委員長：竹村 和久 

委員： 

岡田 謙介  奥瀬 喜之  久保 沙織 

玉利 祐樹  角田 弘子  中山 厚穂 

橋本 貴充  若山 大樹 
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・資料アーカイブス委員会 

委員長：鈴木 督久 

委員： 

林 文    松本 渉   森本 栄一 

山岡 和枝  吉野 諒三 

 

・柳井レクチャー委員会 

委員長：吉野 諒三 

副委員長：林 文     

委員： 

岩坪 秀一  山岡 和枝 

 

・イノベーション委員会 

委員長：岡太 彬訓 

副委員長：星野 崇宏 

委員： 

井上 哲浩  大川 英恵  清水 昌平 

菅野 剛   朴 堯星   本村 陽一 

山本 倫生  横山 暁 

 

・事務局 

事務局長：菊地 賢一 

副事務局長：椎名 久美子（会計担当） 

事務局員： 

大森 拓哉  橋本 貴充  横山 暁 

 

運営委員会より 

    運営委員会委員長 

  芳賀麻誉美（大阪経済大学） 

 

2020 年度，運営委員会では「2020 秋の行

動計量セミナー」「第 23 回春の合宿セミナー」

の企画運営および地域部会，研究グループの

2 種の「研究部会」援助を行いました． 

「2020 年秋の行動計量セミナー（実行委員

長：芳賀麻誉美（大阪経済大学），副実行委員

長：土田潤（東京理科大学），山本倫生（岡山

大学））」は，2020 年 11 月 14 日（土）～11 月

15 日（日）（2 日間）に新型コロナ感染症蔓延

のためオンライン形式で開催しました．取り

上げたテーマは「深層学習入門：機械学習の

基礎から深層確率生成モデルまで」で，当該

分野をご専門とされる産業技術総合研究所の

麻生英樹先生に 90 分×8 コマの 2 日間の集

中講義をお願いしました．申込者は 206 名，

当日参加者も 195 名と過去最大規模で実施さ

れ盛況でした．セミナーでは，事前にご準備

いただいた詳細な資料に基づき，深層学習の

理論を具体的な事例も含めながら解説いただ

きましたが，Google Colaboratory を利用して

Python プログラムを動かす実習も好評でし

た．終了後の受講者アンケート（n=119）では，

83.2％が「満足」と回答しており，正会員 23

名，準会員 12 名の新たな会員を獲得すること

ができました． 

「第 23 回春の合宿セミナー（実行委員長：

芳賀麻誉美（大阪経済大学），副実行委員長：

山本倫生（岡山大学），土田潤（東京理科大学））」

は，2021 年 3 月 27 日（土）～3 月 28 日（日）

（2 日間）に，秋の行動計量セミナーに続きオ

ンライン形式で90分×8コマの集中講義を開

講いたしました．テーマは「人の行動を捉え

る！－現代時系列分析入門－」として，大阪

電気通信大学 情報通信工学部情報工学科の

小森政嗣先生にご講演いただきました．理系・

文系など分野を問わず増加している時系列デ

ータを扱う点が多くの方の興味を引き，開催

時期が大学の春休み期間中ということもあっ

て申込者 261 名，当日参加者 247 名とセミナ

ーの参加者数記録をさらに塗り替え，正会員

28 名，準会員 9 名の方に入会していただくこ

とが出来ました．参加者の満足度についても

記録を上書きし，終了後の受講者アンケート

（n=134）では，94.8％が「満足」と回答して

いました．これは，ライブ配信の動画を後日，

復習用に公開いただいた効果が大きかったよ

うです．また，アンケート回答者の 96.3％が

今後もオンライン形式でのセミナー開催を希

望されており，自宅や勤務先などどこからで

も参加できるオンラインセミナーの長所を評

価する方々が多くいらっしゃることが推察で

きました．新型コロナ感染症の収束後にも，

対面型セミナーだけでなくオンラインセミナ

ー形式での開催を検討して行く必要性が示唆

されたと言えるでしょう． 
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その他，運営委員会では，「岡山地域部会」

「心理モデリング部会」の 2 つの研究部会援

助を行い，一定地域での研究推進・普及活動

やオリジナリティーに富んだ新しい研究成果

に結びつくよう支援を行いました．以上が

2020 年度活動報告です． 

最後に，2021 年度の活動計画についてご報

告します． 

企画・運営を行うセミナーとしては，「2021

秋の行動計量セミナー（2021 年 11 月 13 日

～14 日・大阪経済大学）」「第 24 回春の合宿

セミナー（2022 年 3 月 25 日～27 日）・TOTO

東富士研修所」が対面形式で計画されていま

す．詳細が決まり次第，学会メーリングリス

トを使ってお知らせいたしますので，参加を

検討いただければ幸いです． 

2021 年度の研究部会援助はすでに決定し

ていますが（2 件：岡山地域部会（継続），“多

様な非対称データのための分析モデルとその

応用”研究グループ（新規）），毎年 1 月末日

を締切として，翌年度の研究部会として活動

するグループを募集し，1 部会 5 万円を上限

とする活動経費を支給しています．12 月号会

報に募集開始のお知らせを掲載する予定です

ので，奮ってご応募ください． 

また，「行動計量シンポジウム（支給上限 10

万円）」については，随時，受付を行っていま

すので，運営委員会まで企画をご提案いただ

ければ幸いです． 

 

 

 

理事会議事録 

 

日本行動計量学会 2020年度第 4回理事会議

事録 

 

日時：2021 年 3 月 29 日（月）15:00-15:10 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：植野真臣理事長 

理事出席者：足立浩平，岩崎学， 植野真臣， 

大森拓哉，岡田謙介，尾崎幸謙， 

狩野裕， 菊地賢一，椎名久美子， 

繁桝算男，鈴木讓， 鄭躍軍， 

中山厚穂，南風原朝和， 

芳賀麻誉美，星野崇宏， 

本村陽一，森裕一， 山岡和枝， 

山田剛史，山本倫生，横山暁（22

名），委任状 6 名（出席理事へ

の委任 2 名，理事会議決への委

任 4 名） 

監事出席者：村上隆 

陪席者（次期理事）：宇都雅輝，小杉考司，

橋本貴充 (書記) 

 

資料 

1. 理事会議事録案 

 1-1. 2020 年度第 3 回理事会議事録案 

 1-2. 2020 年度臨時理事会議事録案 

2. 入退会リスト 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 27 名（理

事出席 21 名，委任状 6 名）であり，理事会が

成立していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1-1 にもとづき，2020 年度第 3 回理

事会の議事録が承認された． 

資料 1-2 にもとづき，2020 年度臨時理事

会の議事録が承認された． 

 

2.各委員会報告 

芳賀運営委員より，第 23 回春の合宿セミ

ナーの実施結果について報告された． 

山岡学会賞選考委員長より，学会賞候補

者の推薦が呼びかけられた． 

 

3.会員異動（入会・退会・種別変更） 

  菊地事務局長より，資料 2 にもとづき，

入会，退会，種別変更の申請について報告

があり，承認された． 

 

以上 
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日本行動計量学会 2021年度理事当選人会合

議事録 

 

日時：2021 年 3 月 29 日（月）15:10-15:20 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：菊地賢一事務局長 

出席者：足立浩平，岩崎学， 植野真臣， 

宇都雅輝，大森拓哉，岡田謙介， 

尾崎幸謙，狩野裕， 菊地賢一， 

小杉考司，椎名久美子，繁桝算男， 

鈴木讓， 中山厚穂，南風原朝和， 

芳賀麻誉美，橋本貴充(書記)， 

星野崇宏，山岡和枝，山田剛史， 

山本倫生（21 名） 

監事出席者：村上隆 

 

議事 

1. 理事長選挙 

理事当選人による期日前投票を含む投票

結果にもとづき，狩野裕理事当選人が次期

理事長に当選した． 

 

以上 

 

 

 

日本行動計量学会 2021年度第 1回理事会議

事録 

 

日時：2021 年 6 月 11 日（金）9:30-10:05 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：狩野裕理事長 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，宇都雅輝，

大森拓哉，岡田謙介， 

尾崎幸謙，狩野裕，菊地賢一，

小杉考司，椎名久美子， 

繁桝算男，清水裕士，鈴木讓，

竹村和久，中山厚穂， 

南風原朝和，芳賀麻誉美， 

橋本貴充(書記)，星野崇宏， 

山田剛史（20 名），委任状 3 

名 

監事出席者：村上隆 

陪席者：吉田清隆（第 49 回大会実行委員長) 

資料 

1. 議事録 

1-1. 2020 年度第 4 回理事会議事録案 

1-2. 2021 年度理事当選人会合議事録案 

2. 日本行動計量学会第 49 回大会 進捗報告 

3. 日本行動計量学会 2021-23 年度役員案 

4. 入退会リスト 

5. 欧文誌編集委員会報告 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 23 名（理

事出席 20 名，委任状 3 名）であり，理事会が

成立していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2020 年度第 4 回理事

会の議事録，2021 年度理事当選人会合議事

録が承認された． 

 

2.第 49回大会 

吉田大会実行委員長より，資料 2 にもと

づき，大会の準備状況が報告された． 

例年，大会中に開催されている総会は，

大会同様にハイブリッド方式で開催するこ

ととなった．総会の議事の承認は，これま

でと同様に参加者の賛成多数により承認す

ることを基本とし，必要があると総会で判

断された場合は，後日，郵送による採決を

行うこととなった． 

 

3.委員長・担当理事・推薦理事の選任 

・追加理事の選任 

狩野理事長より，追加理事の提案があり，

承認された．追加理事の 4 名については，

事務局から就任の意思を確認することとな

った． 

・委員長，担当理事の選任 

狩野理事長より，資料 3 にもとづき，下

記のとおりの人選が提案され，承認された．

各委員については，次回理事会までに各委

員長が提案し，理事会にて承認することを

確認した． 
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編集委員長                足立浩平 

和文誌編集委員長          星野崇宏 

欧文誌編集委員長          植野真臣 

運営委員長                芳賀麻誉美 

広報委員長                鈴木讓 

組織検討委員長            繁桝算男 

大会担当委員長            竹村和久 

資料アーカイブス委員長    鈴木督久 

柳井レクチャー委員長      吉野諒三 

イノベーション委員長      岡太彬訓 

事務局長                  菊地賢一 

・50 周年記念事業 

狩野理事長より，日本行動計量学会創設

50 周年の記念事業を行うことが提案され

た． 

 

4.事務局報告 

菊地事務局長より，資料 4 にもとづき，

入会，退会，会員種別変更の申請について

報告があり，確認の必要な 1 名を除き承認

された． 

 

5.その他 

・植野欧文誌編集委員長より，資料 5 にもと

づき，3 件の Special Issue の企画が提案さ

れ，承認された．Vol.48, No.2 の採録論文，

現在の審査状況，国際シンポジウム（2021

年 5 月 29 日開催），インパクトファクター

取得に向けた現在の状況が報告された． 

・次回理事会は 7月にオンラインで開催予定． 

 

以上 

 

 

学会協賛イベントについて    

事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開 催 年月

日 

2021 年 

6 月 15

日 

第 64 回自動制御連

合講演会 

2021 年 

11月 13日

-14 日 

（2021 年 5 月 8 日～2021 年 6 月 15 日承認

のもの） 

 

会員の著書等 

 

鈴木讓（著）『スパース推定 100 問 with R（機

械学習の数理100問シリーズ3）』，共立出版，

2020 年 10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木讓（著）『スパース推定 100 問  with 

Python（機械学習の数理 100 問シリーズ 4）』，

共立出版，2021 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田剛史・川端一光・加藤健太郎（編著）

『Progress & Application 心理統計法』，サ

イエンス社，2021 年 2 月 
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竹内惠行・濵田悦生（訳）『「誤差」「大間違い」

「ウソ」を見分ける統計学』，共立出版，2021

年 7 月 

 

 

Yoshino, Ryozo（著）『Cultural Manifold 

Analysis on National Character: 

Methodology of Cross-National and 

Longitudinal Survey』，Springer，2021 年 7

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだ

け論文として投稿して下さい．お待ちしてお

ります． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No.，YY: 論文の開始ページ No. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Manager からご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/de

fault.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) 

http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No.，YY: 論文の開始ページ No.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについ

て 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学

技術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本

学会欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌

「行動計量学」に掲載された論文記事を創刊

号（1974 年）に遡って電子化し，JST で運用

している電子アーカイブサイト J-STAGEにて

全文公開（無償での公開）しております．電

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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子アーカイブ化・公開には，創刊号からの掲

載論文の著作権行使（全文電子公開）同意を

論文著者から得る必要があります．1999 年の

総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載され

た記事等の著作権は，明確に定められており

ませんでした．電子化し公開するに当たって

は，各論文の著者全員に，本学会への著作権

委譲についての文面をお送りし，多くの著者

のご了解をいただきました．現在までにお返

事をいただいていない著者の論文は，本来は

著者からの権利委譲を待つべきですが，「行動

計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の研

究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権

委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考え

の方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員

会までご連絡下さるようお願いいたします．

公開を中止するなど，学会として誠意をもっ

て対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続

き等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学

会の WEB ページの「学会誌」の「著作権規定」

の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行の Volume 44，Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．こ

れに伴って Volume 44，Number 1 以降はシュ

プリンガー・ジャパン社の Web site において

公開されます（非会員には有償）．Volume 43，

Number 2 以前に掲載された論文は，従来通り

JST で運用している電子アーカイブサイト J-

STAGE にて全文公開されます． 

 

 

 

 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2021年7月31日現在） 

正会員       ： 786 名 （海外 4 含む） 

準会員       ： 110 名  

名誉会員      ： 22 名  

賛助会員      ： 23 社  

シニア会員     ： 38 名  

計         ： 979 名  

学会誌等寄贈先 ： 5 件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳

しくは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し

ています．こちらへメールアドレスを新規登

録，変更，削除（メールニュースの配信停止）

される場合は，ご自身で，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイ

ページにログインして作業を行って下さい．

よろしくお願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用

のパスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の

会報の「最新版」，「バックナンバー」および

「過去のメーリングリストアーカイブ」（過去

のメールニュース）のページにアクセスする

際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 
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ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関

等）の教員公募などの求人情報および賛助会

員企業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて

メールニュースの記事としての掲載および学

会ホームページからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっ

ても，当該企業が非会員の場合，かつ大学及

びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合は，求人情報を記事として配信するこ

とはできません．配信を希望される場合には，

事前に賛助会員になって頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また

求人広告かどうかにかかわらず，お引き受け

しています．後述の方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの）など，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号 171 号の場合には 10 月

末日）にお寄せいただければ，直近号に掲載

することが可能です．それ以降に届いたもの

につきましては，内容を判断した上で，次号

に回させていただきますのでよろしくお願い

申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付ページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様に，紙面を借り

て，お礼申し上げます．学期末などでお忙し

い中，どうもありがとうございました．  

今号は，広報委員会が新たな体制となって

初めての会報となります．皆様にとって魅力

的な会報となるよう努めていきたいと考えて

おります．会報に掲載すべきと思われる情報

のみならず，会報に対するご要望やご意見な

どございましたら，広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，是非お寄せ下さい．お待ちしておりま

す． 

 (ふじた たいすけ，藤田泰昌) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，   

石橋敬介，稲水伸行，岩間徳兼，

上野雄史，岡田陽介，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，

袰岩晶，元山斉 

相談役：尾崎幸謙




